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第４章では， LDA(=Latent Dirichit Allocation)手法による人々の関心事項を分析



























 氏 名 白  承 志 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は，自然言語処理技術を活用した大震災直後の発言内容の分析を通じて，災害
直後の人々の不安の度合いを計量化すると共に，政府や関係機関による適切な情報提供
を通じたクライシス・コミュニケーションのあり方を分析したものであり，具体的に以
下のような知見を得ている． 
 
１．東日本大震災発生直後1週間にわたるTwitterデータの発言内容を分析し，震災直後
の人々の発言内容の推移を体系的にとりまとめて人々の発話の内容を整理している．ま
た，他者の発言を引用するリツイートデータの分析を通じて震災直後の不安を表す発言
が拡散する様子を統計的に解析し，マクロレベルの不安が全国的に広まっていく様子を
明らかにしている． 
 
２．震災直後のTwitterデータにおける発言から読み取れる感情や意図を，トピックモデ
ルのひとつであるLDA(=Latent Dirichlet Allocation)手法を用いて分析している．分析
結果からTwitterデータによる発話内容から複数のトピックを抽出し，不安な感情に関連
するトピックとして，将来に関する漠然とした不安と，直近の生活に関する不安という2
種類の不安があることを指摘している．さらに，抽出したトピックの推移に影響を与え
る方策を検討して，クライシス・コミュニケーションにおける政府による適切な情報提
供のあり方を導き出している． 
 
３．人々が震災後感じている不安の程度を計測する不安度指標を，TFI-DF 値を援用し
て定義する方法論を提案している．電力会社や中央政府による情報提供のタイミングと
不安度指標の時系列的な変化とを比較し，情報提供が不安度に及ぼす影響を分析してい
る．その結果，人々が不必要な不安を増幅させパニックに陥ることを避けるために，政
府に必要とされる情報提供のあり方について提言している． 
  
以上要するに，本研究は自然言語処理技術を用いて大震災直後の Twitter データの内
容を分析し，東日本大震災をはじめとした大規模災害発生直後の望ましいクライシス・
コミュニケーションのあり方に関して有用な知見を導出したものであり，学術上，実際
上寄与するとことがところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文と
して価値あるものと認める．また，平成２８年２月２４日，論文内容とそれに関連した
事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを
確認し，合格と認めた． 
 
 
